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田植えに挑戦
　６月 24 日、鷹巣小学校 5 年の児童ら 44 人は、学校近くの水田で、
田植えに挑戦しました。児童たちは泥まみれになりながら手植えを
楽しんでいました。　　　　　　　　　　　　（関連記事＝Ｐ 15）



第
２
回
議
会
定
例
会

　

６
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平
成

28
年
第
２
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が

開
か
れ
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
や
長
島
町
温
泉
掘
削
工
事

請
負
契
約
な
ど
９
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
３
億
９
５
７
７
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
１
０
２
億
３
５
９
１
万

８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
補
正
さ
れ
た
歳
出
の
主
な

も
の
は
、
農
業
費
で
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
施
設
に
補
助
を
す
る
畜

産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
事
業

（
２
億
３
９
７
４
万
７
千
円
）
や
獅

子
島
片
側
地
区
モ
ノ
レ
ー
ル
取
替
工

事
（
３
０
２
３
万
８
千
円
）。
水
産

業
費
で
汐
見
地
区
の
磯
や
け
や
減
少

し
た
藻
場
を
回
復
す
る
漁
場
環
境
保

全
創
造
推
進
事
業（
１
５
０
０
万
円
）

な
ど
で
す
。

　

今
回
追
加
さ
れ
た
予
算
の
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団　

地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
修
繕
助
成
決
定
書
授
与
式

　

６
月
28
日
、
地
域
海
洋
セ
ン

タ
ー
修
繕
助
成
決
定
書
授
与
式
が

役
場
指
江
庁
舎
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
改
修
費

用
４
４
４
０
万
２
千
円
の
う
ち
、

２
５
６
０
万
円
を
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が

助
成
す
る
も
の
で
、
授
与
式
で
は

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
古
山
透
常
務
理
事

か
ら
川
添
町
長
へ
助
成
決
定
通
知

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
は
、
艇
庫
と
共
に
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
が
昭
和
56
年
に
竣
工
、
そ
の

後
長
島
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
同
館
は
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
修
繕
で
は
、
建
設
後
35

年
を
経
過
し
施
設
が
老
朽
化
し
た

た
め
、
ト
イ
レ
・
更
衣
室
の
改
修

を
行
う
と
と
も
に
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
第
２
玄
関
の
新
設
、
施
設
の

全
面
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
実

施
。
安
全
で
快
適
な
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
後
は
、
新
た
に
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、

体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
２
５
６
０
万
円
を
助
成

↑決定通知書を手にする古山常務理事と川添町長

総務課
防犯灯設置費 2,875
救急自動車への人工呼吸器及び除細動器（AED）搭載 5,808

企画財政課
獅子島物産館・観光案内所「獅子島屋」鮮魚加工施設増設 1,710
獅子島婚活パーティーの開催 3,000
獅子島フェアの開催 2,500
獅子島ウォークの開催 1,800
戦略産品海上輸送費補助金 2,152

水産商工課
漁場環境保全創造推進事業（汐見地区） 15,000
特定離島ふるさとおこし推進事業（ヒラメ放流） 4,900
国出漁港整備事業 14,400

水道課
管路破損箇所調査委託 2,603
伊唐地区配水管布設工事 3,780
給水専用車両購入費 12,000

農林課
被害作物の樹勢回復に向けた資材購入補助費 6,345
経営体育成支援事業 1,393
畜産・酪農収益力強化整備等事業 239,747
町有林の整備費 19,485
獅子島地区林道整備事業 9,788
耕地課
土砂崩壊防止事業（城川内地区） 4,498
土砂崩壊防止事業（火ノ浦地区） 6,000
獅子島片側地区モノレール取替工事 30,238
農道，貯水槽等整備費 4,000
桂代地区排水路整備事業 6,300
広野地区集落道路整備事業 13,702

建設課
川床地区の急傾斜地崩壊対策事業 6,000
獅子島御所浦地区の港舗装整備事業 8,000
獅子島立石地区の防波堤整備事業 19,000
社会教育課
舞踏集団「菊の会」公演 2,000

追加された予算の主な事業
（単位：千円）

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
を
可
決

　町では、地震に対する安心・安全なまちづくり
を推進するため、木造住宅の耐震診断・耐震改修
工事に対する補助制度を制定しました。

○対象建築物
　昭和 56 年５月 31 日以前に着工された現在居
住している木造住宅
○補助限度額
　・耐震診断　6 万円
　・耐震改修工事　30 万円
（ ただし耐震診断で補強の必要ありと診断された
　ものに限る。）
※詳しくはお問い合わせください。

◎問い合わせ先
　役場景観推進課
　☎（86）1136［直通］

木造住宅の耐震診断・耐震改修工事
に対する補助制度を制定

診療所
平尾歯科診療用治療椅子新規購入 3,000

景観推進課
ブーゲンビリアの丘整備事業 11,924
空き家対策実態調査支援業務委託 5,720
だんだん市場観光案内所運営委託 1,632
住宅耐震診断及び改修工事補助金 1,080
赤崎休憩施設整備事業 7,894
山門野地区ガードケーブル整備事業 8,636

さ
ら
な
る
町
民
の
体
力
向
上
、
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

決
定
書
を
受
け
た
後
、
川
添
町

長
は
「
町
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
町
民
に
愛
さ
れ
、
さ
ら
に
は

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
提
唱
す
る
『
Ｂ
＆

Ｇ
プ
ラ
ン
』
推
進
の
拠
点
施
設
と

な
る
よ
う
、
適
正
な
管
理
・
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
館
は
、
平
成
29
年
２
月
ま
で

の
完
成
を
目
指
し
、
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　町内には適切な管理が行われず、防災、衛生、
景観など住民の生活環境に深刻な影響を及ぼして
いる空き家などが見受けられます。
　そのような空き家の現状を把握するため、町で
は空き家の所有者、今後の管理の方向性の確認な
どを含めた空き家実態調査を行います。
　住民の生活環境の保全、空き家などの活用のた
め、空き家実態調査にご協力をお願いします。

○調査の流れ
　・各地域の空き家情報の収集
　・町が委託した業者による戸別調査
　・空き家所有者の意向調査
◎問い合わせ先
　役場景観推進課
　☎（86）1136［直通］

町内の空き家実態調査を
実施します
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長島町地域おこし協力隊報告会

※イラストはイメージです

↓
報
告
会
に
は
多
く
の
人
が
参
加

↑「長島大陸市場」のウェブサイト
　（https://nagashimatairiku.com/）

インターネットでできた取り組みと
やりたいこと

土井　隆　隊員

　日本を代表するイン
ターネット会社 楽天の
ほか、ＫＤＤＩ、ドワン
ゴ、クックパッド、ビズ
リーチ、ルクサなどと連
携した活動をスタート。
長島の特産品をインター

ネットで販売する「長島大陸市場」も立ち上
げました。これからもインターネットを活用
して長島町の魅力を発信していきます。

長島町の食材をもっと多くの人に
知ってもらうために

太田　良冠　隊員

　前職でミシュランなど
をとっている約８００店
舗の高級レストランへ訪
問し、料理人との関係を
構築。その関係を生かし
て、長島町と辻󠄀調理師専
門学校との包括連携協定

を結び、有名シェフを長島に招
しょうへい

聘し生産者と
交流する「長島大陸視察ツアー」を実施して
きています。これからも、生産者と料理人を
つなぐ活動をしていきます。

長島町の自然の魅力を生かし、
発信したい！！

丸山　啓志　隊員

　獅子島の白亜紀の化石
や、豊かな農水産物、ツ
ルの北帰行など、長島な
らではの豊かな自然を生
かし、その魅力を発信す
ることで「長島のファ
ン」を増やしていきたい

です。また、大学や博物館などの外部の研究
機関と連携しながら、科学教室などで自然科
学の楽しさを町内外のかたがたと共有する活
動もしていきます。

大規模災害と地域の復元力
～熊本地震の経験から～

明石　照久　隊員

　阪神淡路大震災では、
復興業務に携わった経験
があるほか、先般の熊本
地震でも被災しました。
このため、地域の防災・
減災教育や地域人材の育
成に関心があります。長

島町でも、地域人材の発掘と育成に貢献でき
る活動をしていきます。

長島ならではの最高の教育を
つくりたい！

神明　竜平　隊員

　インターネットを生か
した、新しい教育のかた
ちを長島でつくりたい。

「子どもの教育は長島で
やりたい」と、長島のか
たや、他の地域のかたに
強く思ってもらえるよう

な教育を作っていきます。現在は、カドカワ
株式会社とともに「ネットの高校。Ｎセン
ター」の設立準備中です。

健康増進「長島大陸じゃがじゃがジム」
鬼氣　悟士　隊員
益田奈央子　隊員

　長島町の医療費削減を
テーマに、町民に運動指
導を提供する活動を行っ
ていきます。提供方法と
しては、町内各種施設へ
の訪問型と拠点施設での
活動の２パターンを同時

並行で進めていく計画です。また、スポーツ選手を招
しょうへい

聘して、
長島町のスポーツの振興とこれによる地域の活性化につながる
活動をしていきます。

　長島町地域おこし協力隊７人による活動内容の報告会が
６月 24 日、指江庁舎大ホールで行われました。
　隊員が長島町でどのようなことを感じ、どのような活動
を行ってきたか、また、今後どのような活動を行っていく
かスライドなどを使いながら発表しました。会場には、平
日の夜にも関わらず、約 70 人が来場。隊員の発表後には、
傍聴者からの質疑に応えるなど、熱気にあふれた報告会と
なりました。
　発表の概要は次のとおりです。

↑有名シェフを長島へ招いての「長島大陸視察ツアー」

長島町ラッピングトラック補助金交付制度
　

町
で
は
、
主
に
関
東
・
関
西
方
面

へ
輸
送
す
る
ト
ラ
ッ
ク
に
、
長
島
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
広
報
に
寄
与

す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
掲
出
す
る

事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

○
交
付
対
象
者

　

主
に
関
東
・
関
西
方
面
へ
輸
送
す

る
ト
ラ
ッ
ク
に
広
告
を
掲
出
す
る
事

業
者

○
補
助
対
象
事
業

　

フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
ま
た
は

ハ
ー
フ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
で
、
町
の

Ｐ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
が
お
お
む
ね
２
分
の

地 域 お こ し 協 力 隊 が こ れ ま で 携 わ っ た 事 業 例

１
程
度
含
ま
れ
る
も
の
で
、
町
の
農

産
物
、
畜
産
物
、
水
産
物
、
加
工
品

な
ど
の
商
品
を
題
材
と
し
、
そ
れ
が

容
易
に
認
識
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
こ
と

○
補
助
対
象
費
用

　

・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
施
工
費
用

　

・
デ
ザ
イ
ン
費
用

○
補
助
金

　

①
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
交

　

付
し
ま
す
（
申
請
者
多
数
の
場
合

　

は
、
運
行
す
る
場
所
、
頻
度
、
耐

　

用
年
数
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判

　

断
し
ま
す
）

　

②
補
助
金
限
度
額

　
　

１
台　

１
０
０
万
円

○
事
前
協
議
書
提
出
期
限

　

８
月
５
日
（
金
）

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
（
地
方
創
生
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

45 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



地域おこし協力隊
～新たに３人を採用～

　町では、６月から新たに３人を「地域おこし協力隊」とし
て採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の拡大や、地
域資源の発掘・情報発信に取り組んでいきます。

神
しんめい

明 竜
りゅうへい

平さん (27)
　大阪府の小さな町で生まれた 27 歳男性です。地元を
出て、東大で法学を学んだ後、Ｄ e ＮＡで海外向けゲー
ムを作っていました。東京や海外で見聞きしたいろんな
視点を長島の子どもたちに伝える機会をどんどん提供し
ていきます！よろしくお願いします。

↑養成講座の様子（平成 27 年度）

　町の医療費削減、健康推進をテーマに「長島大陸じゃ
がじゃがジム」をオープンし、運動指導を提供する活動
を行っていきます。町内の施設を周り、子どもから高齢
者のかたまで幅広く、個人に合わせた運動を提供してい
きます。仕事や日常で偏った身体の動きが多いと思いま
す。町の皆さんと一緒に身体を整える大切さ、また、身
体を動かす楽しさを知っていただきたいと思います。ど
うぞ、「じゃがじゃがジム」をよろしくお願いします。

鬼
おにき

氣　悟
さとし

士さん (38)・益
ますだ

田菜
な お こ

央子さん (24)

馬場　喜作
山門野地区

畠中　陽一
鷹巣地区

大石　正和
川床地区

長島町農地利用最適化推進委員へ委嘱状交付
　改正農業委員会法が平成 28 年４月１日から施行さ
れたことに伴い、農業委員会では、６月１日に長島町
農地利用最適化推進委員へ委嘱状を交付しました。任
期は、農業委員と同じく３年間で平成 31 年３月 31
日までとなります。

　農地利用最適化推進委員は、町内８地区に８人を委
嘱。農地利用の最適化のため、担い手への集積・集約
化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進を
主な柱として活動を行います。農地の貸し借り相談な
ど、気軽にご相談ください。

諸浦・浦底地区
川　　英一 杉原　薫

獅子島地区

町口　孝治
蔵之元・指江地区

田淵　健
平尾地区

飯尾　政幸
城川内・下山門野地区

若い世代の町民を対象とした健診を実施

○日程・会場

日　　時 会　　場
8 月 3 日（水） 平尾小学校体育館
8 月 4 日（木） 田尻小学校体育館
9 月 7 日（水） 幣串漁村センター
9 月 8 日（木） 御所ノ浦高齢者コミュニティセンター
9 月 9 日（金） 獅子島アイランドセンター

9 月 10 日（土） 諸浦コミュニティセンター
9 月 11 日（日） 町文化ホール
9 月 12 日（月） 町文化ホール
9 月 13 日（火） 蔵之元公民館
10 月 7 日（金） 川床コミュニティセンター
10 月 8 日（土） 川床コミュニティセンター
10 月 9 日（日） 保健福祉センター

10 月 10 日（月） 保健福祉センター
10 月 11 日（火） 保健福祉センター
10 月 12 日（水） 保健福祉センター
10 月 13 日（木） 保健福祉センター
10 月 14 日（金） 山門野コミュニティセンター

○健診内容
　・身体計測　　　　・血圧
　・血中脂質検査　　・肝機能検査
　・血糖検査　　　　・尿検査、腎機能検査
　・貧血検査　　　　・尿中塩分摂取量
　※健診結果は、約２カ月後に届きます。
○受付時間
　午前８時～午前 10 時（全ての会場共通）

　自分は “まだまだ” と思っているあなた！
　長島の町民は統計上、血圧の高い人が多
く、脳卒中のリスクを抱えています。
　『今なら間に合う健康管理』まずは健診
受けてみましょう。

認知症サポーター養成講座に参加しませんか？

『3
さんきゅー

9 ヘルスチェック』開催

　自分の体のこと、どれくらい知っていますか？
　今年度、町では『39 ヘルスチェック』として、
若い世代（20 歳～ 39 歳）の町民を対象とした健
診を無料で実施します。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係　☎（86）1146［直通］

○日時・場所
　・7 月 27 日 ( 水 )　19 時～
　　町開発総合センター
　・7 月 28 日 ( 木 )　19 時～　
　　町文化ホール
○参加料　無料
○申し込み期限
　7 月 20 日 ( 水 )
◎申し込み・問い合わせ先
　役場地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

　認知症サポーターは、認知症について正しく理
解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を温かく
見守る支援者として、自分のできる範囲で活動し
ます。
　講座の内容は、認知症とは何か、症状はどのよ
うなものか、認知症の人への対応、家族の支援な
どについて、ビデオ上映を交えた約 60 ～ 90 分
の講義です。

長島町の認知症サポーター登録者数は
349 人です（平成 28 年 6 月末現在）

「認知症サポーターキャラバン」は、
「認知症サポーター」を全国で養

成し、認知症になっても安心して
暮らせるまちづくりに取り組んで
います。

◎相談・問い合わせ先
　長島町農業委員会　☎（88）5674［直通］
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自衛官等募集
　防衛省では、次のとおり自衛官を募集します。

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996(22)2401

○受験資格、受付期間、試験期日

一般曹候補生
陸・海・空 

（男子・女子）

航空学生
海上・航空 

（男子・女子）

自衛官候補生
（男子）

自衛官候補生
（女子）

受験資格 18 歳以上
27 歳未満の人

高卒（見込含）
21 歳未満の人 18 歳以上 27 歳未満の人

受付期間 ７月１日（金）～９月８日（木） 年間を通じて
行ってます

７月１日（金）～
　　９月８日（木）

試験期日 ９月 17 日（土） ９月 22 日（木） 受付時に
お知らせします ９月 23 日（金）

　町では、身体やこころなどを含めた生活全般の
相談に対応する相談支援事業を、一般相談支援事
業所「あいわの里」に委託して行っています。
　身体のこと、こころのこと、福祉サービスの利
用など生活全般の相談に、社会福祉士や臨床心理
士を始めとした専門の相談員が対応します。予約
は不要です。 どなたでもお気軽にご利用くださ
い。

プールと艇庫を開放します
○町民プール ( 鷹巣 ) とＢ＆Ｇプール ( 指江 )

町民プール（鷹巣） Ｂ＆Ｇプール（指江）

開放日 7 月 29 日～ 8 月 30 日
（月曜は休み）

7 月 21 日～ 8 月 30 日
（月曜は休み）

開放時間 午前 10 時～午後 5 時まで

休憩時間
正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とし、必ずプールから上
　がってもらいます。

入場料

町内　大人 100 円　小中高生 50 円
町外　大人 200 円　小中高生 100 円
※小学生未満は無料ですが、同伴者がいなければ入場
　できません。

○Ｂ＆Ｇ艇庫（蔵之元）

開放日

夏休み期間中　7 月 21 日～ 8 月 30 日
（月曜は休み）

※事前に予約が必要です。利用される団体等は、
　１週間前までに社会教育課へご連絡ください。

開放時間 午前 10 時～午後 5 時まで

休憩時間 正午から午後１時までは、休憩時間とします。
※１時間に 10 分は休憩時間とします。

入場料
町内
　小中高生　カヌー１艇１時間当たり 100 円
　大　　人　カヌー 1 艇 1 時間当たり 200 円

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課　☎（88）6500[ 直通 ]

ぶり奨学金寄附金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体・個人から、
寄付をいただきました。
　・達者の家　50,000 円　・幸柳寿し　5,000 円
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える
仕組みです。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度
に対する寄付へのご理解・ご協力をよろしくお願い
します。

生活困窮者の自立に向けたお手伝いをします！

小型無人機等飛行禁止法が施行されました
　４月に施行された「国会議事堂、内閣総理大臣
官邸その他の国の重要な施設等、外国公館等及び
原子力事業所の周辺地域の上空における小型無人
機等の飛行の禁止に関する法律」（小型無人機等
飛行禁止法）の規定に基づき、鹿児島県では川内
原子力発電所が対象施設に指定され、対象施設の
敷地または区域およびその周囲おおむね 300 ㍍の
地域の上空においては、小型無人機等の飛行が禁
止となりました。

　 こ の 法 律 の 適 用 を 除 外 さ れ る 場 合 が あ り ま す
が、その際は、薩摩川内警察署長を経由して、鹿
児島県公安委員会に通報する必要があります。
　通報せずに飛行を行った場合は、１年以下の懲
役または 50 万円以下の罰金に処せられます。

◎問い合わせ先
　薩摩川内警察署　☎ 0996（20）0110

小型無人機等とは？
①小型無人機（通称「ドローン」や「ラジコン飛行機」
　など構造上人を乗せることができないもののうち、
　遠隔操作または自動操縦により飛行させることがで
　きるもの）
② 特 定 航 空 用 機 器（「 気 球 」 や「 ハ ン グ ラ イ ダ ー」
　 な ど 当 該 機 器 を 用 い て 人 が 飛 行 す る こ と が で き る
　もの） ×

専門家による巡回相談を実施

※上記の時間で、相談員が常駐しています。
※９月以降も順次、地域で開催予定です。
※ 自 宅 へ の 訪 問 依 頼 や 上 記 時 間 外 で の 相 談 も 随
時受け付けています。お問い合わせください。

期　日 時　間 場　所

7 月 22 日（金）
  9 時～ 11 時 保健福祉センター

14 時～ 16 時 川床コミュニティセンター

8 月 19 日（金）   9 時～ 12 時 獅子島アイランドセンター

8 月 26 日（金）   9 時～ 11 時 役場指江庁舎

○日時・場所

◎問い合わせ先
　あいわの里　相談部　☎（75）2401
　役場町民福祉課社会福祉係
　☎（86）1157［直通］

　町内に居住し、経済的な問題で生活に困っている
かた、長く失業しているかた、ひきこもりやニート
で悩んでいるかた、働いた経験がなく不安なかたな
ど、これまで制度の狭間で支援を受けられなかった
複合的な課題を抱えたかたがたについて、問題の解
決・軽減を無料で行います（秘密は厳守します）。

◎相談・問い合わせ先
　役場町民福祉課生活保護係　☎（86）1157［直通］

◆自立相談支援事業
　①相談支援員が話をお聞きし、必要なサービスな
　　どをご案内します。
　②相談内容により、継続的な支援が必要であると
　　判断した場合は、相談支援員が本人とともに支
　　援計画を作成します。
　③支援計画に基づき、生活の安定に向けた自立支
　　援を実施します。
◆居住確保支援
　　就職活動を支えるための家賃費用を有期で給付し
　ます。（失業者であることなどの条件があります）。
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っ
た
ね
と
心
の
声
を
聴
く
こ
と

の
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

金
物
屋
の
店
先
に
し
て
う
っ
す
ら
と
埃
か
ぶ
り
て
い
る
鎌

が
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

近
づ
け
ば
我
が
為
の
み
に
動
き
出
す
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

か
ら
く
り
知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

野
の
花
を
小
ビ
ン
に
挿
し
て
食
事
す
る
花
も
私
も
ひ
と
り

ぼ
ち
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

歯
科
椅
子
に
体
を
も
た
せ
天
井
に
無
言
の
口
が
あ
い
て
い

る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

若
き
日
の
昭
和
が
じ
ん
と
蘇
る
老
い
さ
ら
す
な
く
白
川
由

美
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

店
先
に
土
佐
の
刃
物
の
展
示
あ
り
懐
か
し
き
か
な
「
肥
後

の
守
」
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

６
月

↑町グランドチャンピオン賞の「まんりょう号」

料
理
教
室
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　
～
長
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
～

　

平
成
28
年
度
長
島
町
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
総
会
が
６
月
３
日
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
数
は

22
人
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手

で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し
た
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
組
織
で

各
地
区
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
教
室

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
小
倉
栄
養
教
諭
に
よ
る
「
正
し

い
食
習
慣
を
知
っ
て
、健
康
に
お
い
し
く
、

楽
し
く
食
べ
よ
う
」
と
題
し
、
調
理
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
た
ち
に
も
料
理
教
室
を
」
と
い

う
人
は
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
減

塩
メ
ニ
ュ
ー
や
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
、
親
子

で
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
何
で
も
対
応
し
ま
す
。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1146［直通］

●
出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会

種
牛
一
部  

最
優
秀
賞

　

二
席 

市
尾　

德　

五
席 

古
川
修
一

優
秀
賞

　

兒
玉
美
津
子　

浦
底
初
男　

井
手
久

　

宮
路
健
作　

繁
殖
セ
ン
タ
ー

種
牛
二
部

最
優
秀
賞

　

一
席 

浦
底
初
男　

二
席 

浦
底
初
男

　

三
席 

町
田
光
彦　

四
席 
市
尾　

德

　

六
席 

樫
谷　

文　

七
席 
繁
殖
セ
ン
タ
ー

優
秀
賞

　

門
元
政
文　

兒
玉
美
津
子　

宮
路
健
作

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　

二
部
一
席

　
　

浦
底　

初
男 「
す
み
た
か
号
」

春
季
畜
産
共
進
会
～
優
秀
種
牛
続
々
輩
出
～

●
長
島
町
春
季
畜
産
共
進
会

種
牛
一
部　

セ
リ
終
了
後
～
12
か
月

最
優
秀
賞

　

一
席 

繁
殖
セ
ン
タ
ー　

二
席 

古
川
修
一

　

三
席 

兒
玉
美
津
子　

四
席 

市
尾　

德

　

五
席 

宮
路
健
作　

六
席 

浦
底
初
男

　

七
席 

井
手　

久

優
秀
賞

　

門
元
政
文　

内
田
秋
宏　

福
山
健
一

　

増
永
辰
馬　

浦
底
初
男　

長
元
峰
男

　

樫
谷　

文　

丸
橋
幸
治

種
牛
二
部　

 

13
か
月
～
19
か
月

最
優
秀
賞

　

一
席 

浦
底
初
男　

二
席 

浦
底
初
男

　

三
席 

町
田
光
彦　

四
席 

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

五
席 

市
尾　

德　

六
席 

樫
谷　

文

　

七
席 

門
元
政
文　

八
席 

兒
玉
美
津
子

　

九
席 

宮
路
健
作

　

平
成
28
年
度
長
島
町
春
季
畜
産
共
進

会
が
５
月
18
日
、
毎
床
家
畜
審
査
場
で

あ
り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
33
頭
が
出
場

し
、
一
部
・
二
部
と
月
齢
ご
と
に
個
体

審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
浦
底
初
男
さ
ん

（
浦
底
）
所
有
牛
「
ま
ん
り
ょ
う
号
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
平
成
28
年
度
出
水
地
区

春
季
畜
産
共
進
会
が
出
水
中
央
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
、
出
水
地
区
内
の
育
成

牛
37
頭
が
２
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
一
部
に
７
頭
、
二
部

に
９
頭
出
場
し
、
二
部
に
お
い
て
は
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。
秋
季
畜
産
共
進

会
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
期
待
し
ま

す
。

↑総会後の調理実習風景

優
秀
賞

　

宮
路
健
作　

町
口
光
（
２
頭
）

　

山
口
正
成　

古
川
修
一　

町
田
光
彦

　

牧　

次
夫　

森
山
秋
美　

福
山
健
一

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　

二
部
一
席

　
　

浦
底　

初
男 「
ま
ん
り
ょ
う
号
」

わ
び
し
さ
に
見
上
げ
る
空
に
花
残
月　
　
　

坂
口　

静
子

桜
ま
じ
古
墳
祀
り
し
島
の
空　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

地な

い震
以
後
の
浅
き
眠
り
や
若
葉
雨　
　
　
　

迫
口　

君
代

杖
つ
い
て
キ
ュ
ウ
リ
育
て
る
母
ひ
と
り　
　

大
堂　

正
弘
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手
話
入
門
講
座
参
加
者
募
集

　

手
話
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
び

身
に
つ
け
た
い
人
、
手
話
を
通
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
交
流
を

し
て
み
た
い
人
な
ど
、
手
話
に
興

味
が
あ
る
人
の
た
め
の
手
話
入
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
を
全

く
習
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の

か
た
も
歓
迎
し
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

小
学
4
年
生
以
上

○
期
間
お
よ
び
時
間

　

7
月
27
日
か
ら
12
月
21
日
の

　

毎
週
水
曜
日
（
全
21
回
）

　

午
後
7
時
～
午
後
9
時

○
会
場

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
青
少
年
研
修
室

○
受
講
料　

無
料

　

※
た
だ
し
、
損
害
保
険
料

　
（
３
０
０
円
程
度
）
は
自
己
負

　

担
に
な
り
ま
す
。

○
申
込
締
切

　

7
月
15
日
（
金
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援

巡
回
相
談
会
開
催

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
子
ど

も
・
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
巡
回
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

７
月
26
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
5
時
10
分

○
開
催
場
所

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
青
少
年
研
修
室

○
対
象
者

　

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

　

ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
本
人

　

お
よ
び
保
護
者

○
申
込
締
切
日

　

７
月
19
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
３
０

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て

み
た
い
人
募
集

　

東
京
の
大
都
心
・
銀
座
の
屋
上
。

実
は
、
地
域
の
み
ん
な
が
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
都
市
の
中

で
自
然
を
楽
し
み
、
で
き
た
ハ
チ

ミ
ツ
は
銀
座
の
一
流
の
技
で
特
産

品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
（
銀

座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
そ

し
て
今
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
う
、
ミ

ツ
バ
チ
を
通
じ
て
食
育
を
行
う
、

食
の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
動
き
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
自
然
が
豊
か
な
本
町
が
、

ト
ウ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
協
会
の
モ
デ

ル
地
域
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ト
ウ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
協
会
の
指

導
の
下
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼

っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
！

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
（
地
方
創
生
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

「
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没

者
追
悼
式
」
参
列
遺
族
募
集

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追

悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺

族
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
日

　

11
月
８
日
（
火
）

　

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な

り
ま
す
。

○
場
所

　

鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満
市

　

平
和
記
念
公
園
内
）

○
対
象
者

　

沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
海
で
の
戦

闘
で
戦
没
し
た
人
の
配
偶
者
お
よ

び
三
親
等
内
の
遺
族

○
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

　

県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
４
０

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

○
訓
練
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓
練
、

仕
事
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
習
得
（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

○
訓
練
実
施
場
所

　

有
限
会
社
キ
ズ
ナ　

キ
ュ
ー

エ
ー
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
（
出
水
市

上
鯖
渕
６
２
１
‐
４
駅
東
ビ
ル
２
階
）

○
受
講
料　

無
料

○
定
員　

８
人

○
訓
練
期
間　

　

10
月
４
日（
火
）～
12
月
28
日（
水
）

　

３
カ
月
（
土
日
、祝
日
は
休
み
）

○
応
募
資
格　

　

障
害
を
持
ち
、
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
人

○
募
集
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

○
願
書
提
出
先　

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

○
提
出
書
類　

　

・
入
校
願
書

　

・
障
害
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど

　
　

の
写
し

　

・
写
真
１
枚

　

※
入
校
願
書
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

海
上
保
安
官
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

大
学
校
学
生
と
海
上
保
安
学
校
学

生
の
募
集
を
し
ま
す
。

○
海
上
保
安
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
24
歳
未
満
で
、

　「サマージャンボ宝くじ」などが７
月８日から発売されます。
　この宝くじは市町村振興を目的とし
ており、収益金は、市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます。

『サマージャンボ宝くじ』
などが発売されます

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

７
月
19
日（
火
）～
28
日（
木
）

　

第
１
次
試
験

　
　

９
月
25
日
（
日
）

○
海
上
保
安
大
学
校

・
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒

　

業
し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込

　

み
で
あ
り
、
入
学
す
る
年
の
４

　

月
１
日
現
在
で
21
歳
未
満
で
、

　

必
要
な
受
験
資
格
を
満
た
し
て

　

い
る
人

・
試
験
日
程

　

受
付
期
間（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
　

８
月
25
日
（
木
）

～
９
月
５
日
（
月
）

　

第
１
次
試
験

　
　

10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
10
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

○
出
願
期
限

　

第
１
回 

８
月
31
日
（
水
）
ま
で

　

第
２
回 
９
月
20
日
（
火
）
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

引
揚
者
と
ご
家
族
の
皆
様
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
た
か
た
が
た
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を

保
管
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
か
た
は
、
税
関

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

　

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

○販売期間
　7 月 6 日（水）～ 29 日（金）
○抽選日
　8 月 9 日（火）
○主な当選金
　・「サマージャンボ宝くじ」
　　　１　等　５億円× 23 本
　　　前後賞　１億円× 46 本
　・「サマージャンボミニ 7000 万」
　　　１　等　7000 万円× 120 本
　　　２　等　  100 万円× 480 本
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

土砂災害・全国防災訓練

見集落が自主防災訓練を実施汐
　「土砂災害防止月間」活動の一環として、土砂
災害に対する全国統一防災訓練が６月５日に実施
され、本町では汐見集落が自主的に防災訓練を行
いました。
　この日は、梅雨前線の停滞で降り出した雨によ
り汐見地区の砂防ダムの残留土砂量が危険水域に
達し、汐見地区全世帯に避難勧告を発令したとい
う想定で訓練が行われました。
　訓練では、町関係者、町消防団のほか、集落の
約 50 世帯の住民が参加し、高台への避難訓練を
行った後、汐見小学校へ集まり、長島分遣所職員
による防災講習や初期消火訓練、煙体験訓練を受
け、防災への意識を高めました。

第 33回南日本小・中学生陸上競技大会

島陸上クラブの２人が活躍長
　６月 19 日に県立鴨池陸上競技場で開催された
第 33 回南日本小・中学生陸上競技大会で、長島
陸上クラブ（山口忠監督）の２人の児童が活躍し
ました。
　走り高跳びで１㍍ 25 ㌢を跳び見事に優勝し、
全国大会出場を決めた濱口天

てんせい

聖さん（鷹巣小・６
年）は「優勝できてうれしい。全国大会では 1 ㍍
35 を跳んで上位に入りたい」と笑顔で話しました。
　中村晃

あ き と

斗さん（伊唐小・６年）は 800 ㍍で 2 分
27 秒 52 の好タイムで 3 位に入賞「自己ベストを
7 秒短縮して入賞したのでうれしかった。これか
らも長距離を頑張っていきたい」と抱負を話しま
した。

↑老人会の会員に手伝ってもらいながら花を植える児童

↑高台へ避難し人員確認をする訓練参加者

↑ロードミラーを丁寧に掃除をする会員ら

　６月 22 日、伊唐小学校（久保和久校長）では地域
の老人会会員と一緒に花いっぱい運動を行いました。
　この運動は児童が花植えを通じて老人会の人た
ちと交流しながら、地域を自分たちの手で美しく
しようとする気持ちを育むため、毎年実施してい
る緑化活動です。
　この日、伊唐小学校の全校児童 19 人は、老人会
会員 15 人の協力をもらいながら、マリーゴールド
やケイトウの苗約 300 本を伊唐港前の花壇に植え
ました。
　活動終了後、児童を代表して６年生の髙橋大希
さんが「今年もそうめん流しや敬老会を一緒に楽
しみましょう。今日はありがとうございました」
とお礼のあいさつをし、手作りのメッセージ入り
メダルを会員らへプレゼントとして手渡しました。

伊唐小学校花いっぱい運動

域のお年寄りと緑化活動地

　町民の健康増進と健全な自治公民館づくりを目
的に、５月 30 日から６月３日にかけて第 11 回
自治公民館対坑ゲートボール大会が開催されまし
た。
　この大会には、25 自治公民館から 35 チームが
参加。ランク別に予選を行い、各ランクの上位で
決勝大会が行われました。試合では、1 打ごとに
形勢が入れ替わる熱戦が多く見られ、試合会場は
大いに沸きました。今回は、チームワークで勝利
した指江チームが初優勝しました。

Ａランク [ 優勝 ] 指江　[ 準優勝 ] 薄井　  [ ３位 ] 伊唐
Ｂランク [ 優勝 ] 唐隈　[ 準優勝 ] 本町　  [ ３位 ] 山寺Ａ
Ｃランク [ 優勝 ] 葛輪Ｂ [ 準優勝 ] 本浦Ａ [ ３位 ] 矢堂Ｃ

第 11回自治公民館対抗ゲートボール大会

江チームが初優勝指

ロードミラー清掃

全運転のために一役安
　 6 月 10 日の「商工会の日」にあわせて、商工
会理事、同青年部員、長島町建友会（木場盛二会長）
の会員事業所で町内の道路沿いにあるロードミ
ラーの清掃を行いました。
　このロードミラー清掃は、夏休み到来前に観光
客に安心して周遊してもらえるよう同会が中心と
なって毎年取り組んでいます。
　今回からは新たに長島町建友会の会員らも加わ
り鷹巣本所、指江支所管内と二手に分かれ、例年
より多い約 200 基のロードミラーを清掃するこ
とができました。

↑ A ランク優勝を果たした指江チーム

↑北村さんに手植えを教わる児童

鷹巣小学校児童らが田植えに挑戦

の大切さを感じてほしい食
　鷹巣小学校（脇村洋一校長）５年生 44 人が６
月 24 日、学校近くの水田で田植えに挑戦しました。
　児童たちは、水田の持ち主の北村秀紀さん（本
町）に手植えの方法を教えてもらいながら、植え
付けを行いました。
　汗をかきながら植え付けを頑張った宮路隆太郎
さんは、「手植えをするのは 2 回目だけど、大き
く育ってほしいと思いながら植えました」と満足
げな様子でした。
　3 年ぶりに水田を提供した北村さんは「自分た
ちで植えることで、ただ販売されているものを
買って食べるのではなく、自分で作って食べる

『食』の大切さを感じて欲しい」と話しました。

↑入賞した濱口天聖さん（左）と中村晃斗さん（右）
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

▽
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
消
防

操
法
大
会
。
競
技
途
中
で
激
し
い

雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
集
中

力
を
途
切
ら
す
こ
と
な
く
競
技
を

行
っ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
入
賞
さ
れ
た
分
団
・
団

員
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
消
防
操
法
大
会
の
結
果

は
来
月
号
で
の
掲
載
と
な
り
ま

す
。

　

町
の
消
防
操
法
大
会
が
終
わ
り

し
ば
ら
く
す
る
と
、
梅
雨
が
明
け

ま
す
。
長
島
の
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
７
月
30
日
、
31
日
に
行
わ
れ

る
夏
祭
り
納
涼
大
会
や
ブ
リ
の
つ

か
み
取
り
大
会
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
熱
い
長
島
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

10,805 (-10)

平成 28 年 6 月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,216 (+1)
5,589 (-11)

  4,467 (+7)

ア
ジ
サ
イ
を
挿
し
木
し
よ
う

　

梅
雨
の
時
期
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
り
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ア
ジ
サ
イ
は
、
挿
し
木
に
よ
り

簡
単
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
の
挿
し
木

○
挿
し
穂
を
準
備

・
挿
し
穂
は
花
の
終
わ
っ
た
枝
や
花
の
付
い

て
い
な
い
枝
の
ど
ち
ら
で
も
使
え
ま
す
。

・
枝
の
中
間
と
先
端
ど
ち
ら
で
も
使
え
ま

す
。

○
枝
を
２
節
に
切
る

・
下
の
図
の
よ
う
に
２
節
ご
と
に
切
り
、
下

の
葉
は
落
と
し
て
、
残
っ
て
い
る
葉
は
半
分

に
切
り
ま
す
。

○
土
に
挿
す

・
挿
し
穂
の
準
備
が
で
き
た
ら
、
市
販
の
挿

し
木
用
の
土
や
水
は
け
の
よ
い
土
に
挿
し
ま

す
。

※
挿
し
木
は
、
花
壇
な
ど
に
挿
す
よ
り
も
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
入
れ
物
な
ど
に
挿
し
た

方
が
後
の
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
で
す
。

○
そ
の
後
の
管
理

・
直
射
日
光
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
木
陰
に

置
き
ま
す
。

・
１
カ
月
ほ
ど
で
根
が
出
て
き
ま
す
が
、
新

芽
が
出
て
、
あ
る
程
度
大
き
く
な
る
ま
で
水

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

今
後
の
管
理

　

現
在
咲
い
て
い
る
ア
ジ
サ
イ
は
、
花
が
終

わ
っ
た
ら
、
花
か
ら
２
節
ほ
ど
下
の
部
分
で

切
り
戻
し
を
行
い
ま
す
。
株
の
た
め
に
も
早

目
に
切
り
取
っ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ア
ジ
サ
イ
を
増
や
そ
う

　

ア
ジ
サ
イ
は
、
挿
し
木
で
簡
単
に
増
や
せ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
自
宅
の
周
り
な
ど
に

植
栽
し
て
増
や
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

枝の先端部分枝の中間部分

葉を半分に切る

切り取る

枝の２節分を使う

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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昨
年
10
月
末
か
ら
売
電
を
開
始
し

た
「
長
島
夢
追
い
元
気
発
電
所
」。

　

平
成
27
年
度
の
約
５
カ
月
間
の
売

電
量
は
85
万
７
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、

約
３
３
０
０
万
円
を
売
電
し
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
約
２
１
０
０
万
円

を
、
長
島
夢
追
い
元
気
集
落
活
性
化

事
業
補
助
金
と
し
て
町
内
57
自
治
公

民
館
へ
交
付
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
太
陽
光
発
電

施
設
は
、
梅
雨
時
期
の
売
電
量
が
伸

び
悩
み
ま
し
た
が
、
梅
雨
が
明
け
る

と
元
気
に
発
電
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

元
気
に
発
電
中

～
長
島
夢
追
い
元
気
発
電
所
～



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６８

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

7/31 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

２９ ３０ ３１ 9/1 9/2 9/3

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎特定・長寿健診、３９
ヘルスチェック
（平尾小学校体育館）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎特定・長寿健診、３９
ヘルスチェック
（田尻小学校体育館）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○キッズクリニック 63-7707
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○北国医院 72-0016
○石沢歯科医院 84-4411
□しおかぜ薬局 88-6011
□さくら薬局 63-7700
□エンジェル薬局 65-7637
□上野薬局 72-1016
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

山の日

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○福永内科循環器科 62-8200
○阿久根眼科 72-0040
○太田歯科クリニック 84-4700
□クレモア薬局 63-5401
□かりん薬局 64-1400
□高松薬局 73-4002

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○林胃腸科外科 73-3639
○徳森歯科医院 67-3608
□こがね薬局 64-1132
□阿久根薬局 72-1017
◇二宮医院 62-0167

○徳森歯科医院 67-3608

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月児）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○よう皮ふ科医院 63-1112
○奥田蘇明会医院 82-3998
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○おてき歯科医院 63-0393
□長島調剤薬局 64-5555
□あすか薬局 63-7322
□三文字薬局 75-0073
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●８月 11日は山の日です。
　山の日は「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」ことを趣旨とし
ています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○長島クリニック88-6405
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○有村産婦人科・内科 73-4180
○つばさ歯科 62-8519
□しおかぜ薬局 88-6011
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□さかえまち薬局 72-0978
◇こどもクリニック永松64-1500


